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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業業績、雇用環境の改善を受けて緩やかな回復基調が続く一

方、米国の政権交代による政策の不確実性や東アジアにおける地政学リスクの動向など、世界情勢の影響もあり

予断を許さない経済環境が続いております。 

 住宅関連業界においては、政策の後押しや低金利を背景に引き続き堅調な市況で推移いたしました。 

 今後迎えるであろう需要縮小期に備え「集中と選択」及びあらゆる局面において収益力向上に資する施策を講

じているなか、昨年12月に実施した大幅な組織再編下の体制のもと「変化」と「連携」をキーワードに新しい価

値、顧客満足の創造に向けた事業運営の変革を促進するとともに、もう一つのキーワードである「真価」を発揮

する事業構築に努めております。 

 内装建材事業につきましては、製造、営業、開発が一体となった組織体制のもと更なる営業力の増強に努める

とともに、収納・デザイン・省施工階段の企画開発、階段周辺部材の充実化及び既存製品のバージョンアップな

ど自社製品ブランド力の強化と市場への浸透を推進しております。これら施策のもと、特にカウンターの受注が

好調を維持したことや和風造作材等における収益力の改善が事業部全体の業績に寄与し堅調な事業運営となる一

方、階段事業においては需要の変化に伴う積層材からシート商品への動きが進展し、主力商品の一つである積層

階段が低調に推移いたしました。こうした流れを受け、更なるシート商品の企画開発及び拡販を進めております

が、シート中心の事業構成は価格競争激化、差別化の希薄に繋がるリスクもあるため、改めて本物の木質素材が

持つ特性、優位性といった特長をアピールし需要喚起を図る施策を講じております。 

 木構造建材事業につきましては、プレカット、ツーバイフォーパネル、建て方、非住宅分野、国産材活用まで

幅広く対応する総合プレカット事業の構築に向け事業基盤の強化、拡充を図っております。特に非住宅分野への

展開に関しては、９月に大型汎用加工設備を設置し、10月からの稼動に向け、大規模・中規模物件にかかる部材

加工の内製化に向けた準備を進めてまいりました。これにより外注費用の削減や工程の合理化を通じた収益力の

向上を図るとともに多種多様な部材加工が可能となり、建装事業の受注拡大、販売ルートの開拓など非住宅分野

事業への参入に向けた布石と位置付けております。工場の運営に関しては、生産リードタイムの短縮に資する施

策を実行し、原価低減等生産性向上のみならず顧客対応力強化に繋げる位置付けとして取り組んでおります。ツ

ーバイフォーパネルは季節的な要因もあり受注の盛り上がりに欠け、低調に推移いたしましたが、全体的には主

力事業であるプレカットが同事業部門の業績を牽引するかたちとなりました。 

 これらの結果、当第２四半期累計期間の売上高は、67億32百万円と前年同四半期と比較し、2億54百万円

（3.9％）の増収となりました。利益面では営業利益1億65百万円と前年同四半期と比較し、95百万円

（138.4％）の増益、経常利益は1億53百万円と前年同四半期と比較し、99百万円（181.8％）の増益となりまし

た。また、四半期純利益は1億3百万円と前年同四半期と比較し、62百万円（153.5％）の増益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期会計期間末における総資産につきましては、113億61百万円となり、前事業年度末と比べ2億27百

万円増加となりました。これは主にたな卸資産の増加及び当第２四半期会計期間末日が休日の影響等により受取

手形及び売掛金等が増加したことによるものであります。

 負債については、54億48百万円となり、前事業年度末と比べ1億52百万円増加となりました。これは主に当第

２四半期会計期間末日が休日の影響等により支払手形及び買掛金等が増加したことによるものであります。

 純資産については、59億12百万円となり、前事業年度末と比べ74百万円増加となりました。これは主に期末配

当の実施があったものの、四半期純利益の計上によるものであります。 

 この結果、自己資本比率は前事業年度末と比べ0.4ポイント減少の52.0％となりました。 

 キャッシュ・フローの状況につきましては、当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物の残高は7

億14百万円となり、前事業年度末と比較して25百万円減少しました。

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は87百万円（前年同四半期は81百万円の支出）となりました。これは主に売上債

権の増加1億50百万円、たな卸資産の増加1億6百万円及び前払年金費用の増加40百万円等の使用した資金があっ

たものの、税引前四半期純利益1億52百万円、減価償却費1億31百万円及び仕入債務の増加1億31百万円等による

ものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は50百万円（前年同四半期比42百万円の支出減少）となりました。これは主に有

形固定資産の取得による支出22百万円及び無形固定資産の取得による支出22百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は62百万円（前年同四半期は1億39百万円の収入）となりました。これは主に長

期借入れによる収入3億円の得られた資金があったものの、長期借入金の返済による支出3億26百万円及び配当金

の支払額29百万円等によるものであります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 今後の経済の見通しについては引き続き緩やかな回復基調にある一方、国内の政治情勢や東アジアに端を発す

る地政学リスクの高まりなど予断を許さない状況が続くものと予想されます。 

住宅関連市場においては低金利等を背景に引き続き堅調な市況が見込まれるものの、前事業年度と比較し住宅

着工戸数は漸減の傾向を辿ることも予測されております。 

 こうしたなか、内装建材事業においては、カウンターの受注が好調を維持していることに加え、引き続き和風

造作材の収益改善、シート框の拡大等が見込まれ堅調に推移するものと予測しております。階段についてはデザ

イン・省施工階段などトレンドに則した商品の展開強化を図るとともに積層階段の需要喚起に資する施策を講じ

てまいります。 

 木構造建材事業に関しては、主力のプレカットが好調のなか、大型汎用加工設備が本格稼働することで更なる

生産体制の強化、拡充に努めるとともに加工設備増強による特殊加工能力の強みを活かし建装事業の拡充、非住

宅分野への展開を図ってまいります。上半期低調に推移したツーバイフォーパネルは今後、時期的に需要が高ま

る見通しであり新規案件の展開も併せ目標利益の確保に傾注してまいります。 

 これら施策を着実に実施してまいりますが、経済情勢の不確実性も勘案し、通期の業績予想につきましては平

成29年４月28日に公表しました予想から変更はありません。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 740 714 

受取手形及び売掛金 3,728 3,130 

電子記録債権 421 1,170 

商品及び製品 230 274 

仕掛品 300 323 

原材料及び貯蔵品 695 733 

その他 215 197 

貸倒引当金 △5 △5 

流動資産合計 6,326 6,539 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 945 932 

土地 2,876 2,876 

その他（純額） 645 621 

有形固定資産合計 4,466 4,430 

無形固定資産 125 128 

投資その他の資産    

前払年金費用 90 130 

その他 124 132 

投資その他の資産合計 215 263 

固定資産合計 4,807 4,821 

資産合計 11,134 11,361 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,498 1,729 

電子記録債務 706 607 

短期借入金 350 350 

1年内返済予定の長期借入金 599 574 

未払法人税等 49 34 

賞与引当金 135 125 

その他 404 447 

流動負債合計 3,743 3,868 

固定負債    

長期借入金 1,460 1,459 

役員退職慰労引当金 33 39 

資産除去債務 2 2 

その他 54 77 

固定負債合計 1,552 1,580 

負債合計 5,295 5,448 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,473 2,473 

資本剰余金 2,675 2,675 

利益剰余金 930 1,004 

自己株式 △241 △242 

株主資本合計 5,837 5,910 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 0 1 

評価・換算差額等合計 0 1 

純資産合計 5,838 5,912 

負債純資産合計 11,134 11,361 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 6,478 6,732 

売上原価 5,562 5,690 

売上総利益 915 1,042 

販売費及び一般管理費 846 877 

営業利益 69 165 

営業外収益    

受取配当金 0 0 

受取手数料 1 1 

スクラップ売却益 0 0 

資材売却益 0 0 

その他 0 0 

営業外収益合計 3 3 

営業外費用    

支払利息 11 9 

売上割引 5 5 

その他 1 0 

営業外費用合計 18 14 

経常利益 54 153 

特別利益    

固定資産売却益 0 0 

特別利益合計 0 0 

特別損失    

固定資産廃棄売却損 － 0 

会員権売却損 0 － 

保険解約損 4 － 

ＰＣＢ処理費用 1 － 

特別損失合計 6 0 

税引前四半期純利益 47 152 

法人税、住民税及び事業税 6 15 

法人税等調整額 0 34 

法人税等合計 7 49 

四半期純利益 40 103 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 47 152 

減価償却費 144 131 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 0 

賞与引当金の増減額（△は減少） 35 △10 

前払年金費用の増減額（△は増加） △33 △40 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △24 6 

受取利息及び受取配当金 △0 △0 

支払利息 11 9 

固定資産除売却損益（△は益） △0 0 

会員権売却損益（△は益） 0 － 

売上債権の増減額（△は増加） △226 △150 

たな卸資産の増減額（△は増加） 53 △106 

仕入債務の増減額（△は減少） △34 131 

その他 △25 △1 

小計 △53 123 

利息及び配当金の受取額 0 0 

利息の支払額 △11 △9 

法人税等の支払額 △17 △26 

営業活動によるキャッシュ・フロー △81 87 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △160 △22 

有形固定資産の売却による収入 4 － 

無形固定資産の取得による支出 △8 △22 

投資有価証券の取得による支出 △0 △0 

会員権の売却による収入 2 － 

会員権預託金の返還による収入 56 － 

保険積立金の解約による収入 17 － 

その他 △4 △5 

投資活動によるキャッシュ・フロー △93 △50 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △100 － 

長期借入れによる収入 600 300 

長期借入金の返済による支出 △325 △326 

リース債務の返済による支出 △4 △5 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △29 △29 

財務活動によるキャッシュ・フロー 139 △62 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △34 △25 

現金及び現金同等物の期首残高 777 740 

現金及び現金同等物の四半期末残高 742 714 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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